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1985  1986  1987  1988  1989  1990  1991  1992  1993  1994  1995
全 弓= 」ヒ    20.1   16.5   14.9  13.5   9.3   10.4  11.7  12.2  13.9  17.4  12.3
男子学生  21.3 16.8 14.8 14.1
女子学生  16.4 15.8 15,0 11.9
11.0   11.8   13.7
4.5    6.6    6.3
13.4   16.0   21.0   13.3
































学年についてみると, 3年生10人, 4年生 6人,
2年生 4人の順に多く, 1年生の自殺者はいない。
なお,留年生では在籍 5年が 3人, 6, 8年が各
1人である。年齢では,21歳が11人と圧倒的に多
く,次 いで23歳4人,22歳3人,19,20歳各 2人,
24,26,45歳各 1人である。 自殺が もっとも多 く
決行 された月は 3月の 6件,つ いで 7月の 5件,
4月の 4件, 1月3件, 6月2件, 5, 8,10,






〔事例 1〕文系 ・男子 21歳, 2回生。
東海地方出身で 1浪して入学 したが, 2回生の年度
末に相当する3月にアパー ト自室で続死の状態で発見
された。死後10日と推定された。









この事例 は, 1浪後,気分を新たに勉学に取 り
組んではみたが,時 とともに入学初期の緊張が緩
み, 2年目を迎えたころか ら抑 うつ的で退嬰的な
生活に陥 っていたらしい。 この頃か ら常 に希死念
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にセ ンターを受診 した抑 うつ状態の学生たちの う
ちで自殺既遂例 は,下記の 1例だけである (事例
2参照)。


















事例 は 5例で,上記の 「事例 2」以外では,「抑
うつ状態」の診断書が提出されたものが 1例あり,
他の 3例では家人に 「身体が疲れる,死 にたい」
などと訴えていることか ら抑 うつ状態が疑いが濃
厚である。その他, シンナー嗜癖 1例,「事例 1」
の 1例,家人や友人に 「言動がおか しい」 と思わ
れたものが 4例存在 した。精神障害が自殺者の10




の もの 3例,不登校状態の ものが 6例あり,ま た
真面 目に登校 していたが単位が思 うように取得で


















15,女子学生の場合 (事例 4参照)3対 0で,男
子学生の自殺 は下宿生に多いといえる。




































日以内 (45%), 1日以内 (8%)で,計53%が
一週間以内であるという4)。schneidman 9)も,
自殺は一時的な心の谷間から生ずるものであり,
その時期を無事に通過すれば必ず 「生きていてよ
かった」と思う時期がくると主張 している。1953
年から始まったサマリタンズの活動が1960年代の
イギリスの自殺率低下に寄与 していたことが統計
学的にも支持されており,わが国の 「いのちの電
話」が同様の効果を挙げていることはSchneidman
の主張が正 しく,適切な助言が自殺防止の有効な
手段であることを実証するものである。 したがっ
て,平常気軽に相談できる相手を用意 しておくこ
と (教職員にあつてはそのような態度を保持する
こと)の重要さが知 られるであろう。
自殺未遂例は既遂例の 7.7倍に達するという報
告 もある9)。自殺を一部の落伍者の問題として軽
視することは許されないのである。
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